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地
域
活
動
支
援
講
座
」

情
報
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ン
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パ
ソ
コ
ン
教
室

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

臨
床
心
理
士
に
よ
る

就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
開
設
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三豊市へ

喜楽鉱業株式会社

国際ソロプチミスト観音寺

三豊市社会福祉協議会へ

芳　地　吉　明（三野町）

井　元　丈　二（財田町）

庄　司　武　夫（財田町）

真　鍋　礼　子（高瀬町）

林　　　洋　光（詫間町）

久保田　サカヱ（山本町）

林　　　敏　明（仁尾町)

則　包　章　仁（三野町)

石　井　利　　  (豊中町)

藤　田　和　代（山本町)

門　脇　義　明（財田町)

心温まる贈りもの
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付を

いただきました。厚くお礼申し上げます。

（敬称略・受付順）

（５月受付分）
（香川県人口移動調査報告より）

世帯数

総人口

世帯

人

男

女

2 3 , 0 3 3
7 0 , 9 7 9

人

人

3 3 , 7 0 7
3 7 , 2 7 2

三豊市の人口
平成18年6月1日現在

回 日　時 講　　　　　　師

第１回

第２回

第３回

７月２９日(土)

午後１時～５時

８月５日(土)

午後１時～５時

８月２６日(土)

午後１時～５時

栗林公園ボランティアガイド　那須　幹博氏

県農業経営課・主席専門指導員　糸川　桂市氏

由布院観光総合事務所・事務局長　米田　誠司氏

県にぎわい創出課・副主幹　永井　努氏

県歴史博物館・専門学芸員　佐藤　竜馬氏

香川大学生涯学習教育研究センター・助教授
　　　　　　　　　　　　　　山本　珠美氏

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
か
ら
地
域
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
お
考
え
の
方
の

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
方
を
講
師
に
迎
え
、

事
例
や
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
場 

所

　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
7
階
 

 
 
第
２
中
会
議
室

◆
対 

象

　
地
域
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い

　
る
方

◆
定　

員

　
６０
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
受
講
料

　
無
料

◆
申
し
込
み
締
め
切
り

　
７
月
１４
日（
金
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
香
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
８
７
（
８
３
２
）
３
７
７
１

　

①
基
本
操
作
か
ら
文
字
入
力
、
メ

　
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

②
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ワ
ー
ド

　
や
エ
ク
セ
ル
で
文
書
な
ど
作
成

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
・
マ

　
ナ
ー
を
学
習

④
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
触
る
方
に
、

　
無
料
体
験
（
１
人
１
回
限
り
）

※
全
コ
ー
ス
要
予
約

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
５６
・
２
６
４
５

　
面
接
な
ど
就
職
活
動
の
不
安
、

離
職
時
に
感
じ
た
挫
折
感
の
解

消
、
気
分
や
生
活
リ
ズ
ム
の
悩

み
、
就
職
後
の
職
場
の
人
間
関
係

へ
の
不
安
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は

い
ま
せ
ん
か
？

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
お
お
む

ね
３５
歳
未
満
の
方
で
、
就
職
に
向

け
て
心
理
的
な
悩
み
や
不
安
を
お

持
ち
の
方
の
た
め
に
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
コ

ー
ナ
ー
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①パソコン入門

②原稿持ち込みOKコース

③夏休みキッズパソコン

　(小学５・６年生対象)

④パソコン無料体験

　(初心者対象)

コース名 日程 場所 受講料時間

三
野
町
は
ぐ
く
み
工
房

無料

消防だより 広域北消防署　☎７２－２１１９

花火遊びは　迷惑にならない　場所と時間と後始末
　今年も花火の季節がやってきました。7月の防災テーマは「花
火による火災の防止」です。花火遊びをするときは次のことを守
りましょう。
・花火に書いてある遊び方をよく読んで、必ず守りましょう。
・花火を人に向けたり、燃えやすい物のある場所で遊ばないよ
うにしましょう。
・風の強いときは、花火遊びはやめましょう。
・花火をするときは子どもだけでせずに、大人と一緒に遊びま
しょう。
・花火をほぐして遊ぶことは
危険です。絶対にしてはい
けません。
・花火遊びの後は、必ず水で
消し、後始末をきちんとし
ましょう。
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高
瀬
中
学
校
旧
校
舎
を

　
　
　
　
　

公
開
し
ま
す

観
音
寺
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

◆
日　

時

　
毎
週
水
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

◆
場
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

※
右
記
の
場
所
で
の
相
談
が
困
難

　
な
場
合
は
他
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み

　
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
窓

　
口
ま
た
は
左
記
ま
で
電
話
で
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀

　
☎
０
８
７
７（
２
１
）８
６
０
９

　
所
得
税
は
、
最
終
的
に
は
１
年

間
の
所
得
と
税
額
を
計
算
し
、
翌

年
の
確
定
申
告
期
間
中
に
申
告
と

納
税
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
前
年
に
（
平
成
１７
年
）
に

一
定
の
所
得
が
あ
っ
た
方
に
つ
い

て
は
、
税
務
署
で
前
年
の
所
得
な

ど
を
基
に
計
算
し
た
予
定
納
税
額

を
通
知
し
、
そ
れ
を
平
成
１８
年
７

月
（
第
１
期
分
）
と
１１
月
（
第
２

期
分
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
期
分
の
納
期
は
７
月
３１
日

（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
（
税
務
署
か
ら
通
知

の
あ
っ
た
人
）
は
、
期
日
ま
で
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
観
音
寺
税
務
署

　
☎
２５
・
２
１
９
１

　
高
瀬
中
学
校
新
校
舎
建
築
に
伴

い
、
秋
以
降
に
旧
校
舎
が
取
り
壊

さ
れ
る
予
定
で
す
。
懐
か
し
い
旧

校
舎
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
？

　
左
記
の
期
間
、
一
般
に
公
開
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
期
間
中
、

高
瀬
中
学
校
事
務
室
受
付
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
公
開
期
間

　
８
月
１０
日（
木
）〜
１２
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◆
問
い
合
わ
せ

　
高
瀬
中
学
校

　
☎
７２
・
３
１
６
１

　
残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
が
始
ま
り
、
残
留
農
薬
の

基
準
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
残
留
農
薬
の
基

準
値
を
超
え
る
と
生
産
物
の
出
荷

停
止
・
回
収
な
ど
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
風
向
き
な
ど
を
考
慮
せ
ず
不
注

意
に
散
布
し
た
農
薬
が
、
飛
散
な

ど
に
よ
り
他
の
農
産
物
に
付
着

し
、
思
わ
ぬ
問
題
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
ほ
場
周
囲
の
状
況
に
合
わ
せ
、

農
薬
の
選
択
・
散
布
方
法
な
ど
を

工
夫
し
、
使
用
し
た
農
薬
に
つ
い

て
記
帳
し
ま
し
ょ
う
、
ま
た
、
使

用
し
た
器
具
は
十
分
に
洗
浄
し
ま

し
ょ
う
。

　
農
薬
は
次
の
事
項
を
守
っ
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
適
用
が
な
い
食
用
作
物
へ
は
使

　
用
し
な
い
。

・
定
め
ら
れ
た
使
用
量
ま
た
は
濃

　
度
を
超
え
て
使
用
し
な
い
。

・
定
め
ら
れ
た
使
用
時
期
（
収
穫

　
前
日
数
）
を
守
る
。

・
定
め
ら
れ
た
総
使
用
回
数
以
内

　
で
実
施
す
る
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
中
国
四
国
農
政
局

　
　
香
川
農
政
事
務
所

　
☎
２５
・
３
１
９
１

財田町奥の内（戸川橋付近）

徳島県池田町箸蔵

（箸蔵ロープウェイ前）

　国土交通省では、国道３２号で、災害の発生またはそのおそれのある場

合、安全のため次の基準により「通行止め」を実施する場合がありま

す。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

※降雨量が基準に満たないときも、危険が予想される場合は通行止めを

　実施します。

国土交通省からのお知らせ

　通行止めが予想される場合は、お出かけ前にテレビやラジオの交通規

制情報を確認し、走行中は道路情報ラジオ（１６２０KHz）などの情報に注

意してください。

◆問い合わせ

　国土交通省　香川河川国道事務所　善通寺国道維持出張所

　☎０８７７(６２)１４７１

大雨等による事前通行止め区間

路線名 通行止め区間 距　離 通行止め基準

一般国道

３２号

全区間１１km
（財田町内４.９km) 

連続雨量

２５０mm以上

農
薬
は
正
し
く

　
　
　
　

使
い
ま
し
ょ
う

〜




